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セールロンダーネ山地地学調査隊報告 1986(JARE-27) 
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Report on the Geological, Geomorphological and Geodetic Field 

Party in the S0r Rondane Mountains, 1986 (JARE-27) 

Kiichi MoRIWAKI1, Hideyasu KoJIMA1, Hideo lsmzuKA2, Norikazu MATSUOKA凡
Takeji KoMETANI3, Shigeo SHIGA4, Tomoya MoRITA1, Shigeo KuRIKI5 

Abstract: The 27th Japanese Antarctic Research Expedition (JARE-27) 
carried out the geological, geomorphological and geodetic field work in the 
central part of the S0r Rondane Mountains for 33 days from January 5 to 
February 6, 1986. The field work was conducted by two parties with four 
persons each in order to investigate the vast area. They carried out 
expected investigations on spite of meeting with many crevasses. They 

used four snow vehicles and six snowmobiles. The snowmobiles were very 
useful to the field work in the area. 
This report gives detailed of operation including logistics, a summary 
of the field work, and information on the weather and the surface condi-
tion of snow and ice observed in this period. 

要旨：第27次南極地域観測隊の七ールロンダーネ山地地学調査は，山地中央

部地域において，あすか観測拠点の発電棟建設作業終了後， 1月 5日から 2月

6日にかけて実施された．現在は山地の概査を行っている期間であり，広域を

対象とするため調査は 2班に分かれて実施した． 数多くのクレバスがあって調

査活動は必ずしも容易ではなかったが， 2月の天候不順が懸念されたので，早め
に日程を消化するよう努めた． 調査予定地域のほぼ全域を調査できたが，これ

はスノーモービルを十分に活用できたことによるところが大きい．

ここでは設営面を含めた行動の概要とその問題点を中心に記述する．また，今

後の調査行動に資するため， 気象・雪氷状況を主として図表によりやや詳しく

報告する．地学調査の成果については，現在，整理研究中であるので，野外調査

の概略を記すにとどめる．

1. はじめに

あすか観測拠点 (71°31'34"S,24°08'17"E, 海抜 930.5m)を拠点とする七ールロンダー

ネ地学調査は，第 26次南極地域観測隊 (JARE-26)から本格的に開始されたもので，

JARE-27は第 2年次にあたる．この調査計画に関わる JARE-26までの経過と設営面の詳
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細については，すでに報告されている（森脇ら， 1985).

JARE-27七ールロンダーネ山地地学調査隊は， 1985年 12月下旬のあすか観測拠点にお

ける発電棟建設作業終了後，あすか観測拠点を出発し，山地中央部の調査を実施し， 2月上

旬に同拠点に戻った．あすか観測拠点と 30マイル空輸拠点 (70°53'03"S,23°55'32"E, 海

抜 344m)で， 車両などのデポ作業， 拠点建物の閉鎖作業をしたのち， 30マイル空輸拠点

よりヘリコプクーによって「しらせ」にピックアップされた（図 1).

なお， この調査旅行に先立って， 12月 28,29日に村山雅美オブザーバー，吉田栄夫観測
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図 1 セールロンダーネ山地およびブライド湾.JARE-24, -25, -26の測地基準点
を三角印で示した

Fig. 1. S<Pr Rondane Mountains and Breidvika. Triangle: Geodetic station 
in JARE-24, -25, -26. 



248 森脇・小島・石塚• 松岡・米渓・志賀• 森田・栗城 〔南極資料

隊長の視察旅行に， 森脇・石塚が同行し， ブラットニーパネの地形実験地 (26-1)点検，ニ

リス氷河奥の地質調査， ABIレートの雪尺測定を行った．

2. JARE-27調査計画

2. 1. 観測計画

2.1.1. 調査・観測分野と隊員構成

JARE-27夏隊の七ールロンダーネ山地調査は， JARE-26同様 8名（地質 2, 地形 2,

測地 1,支援 3) で2班を編成することとした. 2班にそれぞれ SM40S型雪上車， スノ

ーモービルを配した（表 1). スノーモービルは JARE-26の使用実績から調査活動に極め

て有効であることがわかっていたので，各班に前年より 1台ずつ増の計 6台とした．

2.1.2. 調査地域

次年度に地形図作成のための航空写真撮影が予定されていることから，測地基準点の空白

地域である山地央央部を調査対象地域とした（図 1,2). この地域はまた， JARE-26の調

査地域に東隣する地域である．

調査に必要な地図として， 国土地理院発行の 25万分の 1衛星画像合成図「七ールロン

ダーネ西部」「七ールロンダーネ東部」と JARE-22撮影の空中写真から作成した作業図

(1/5万ー1/6万）を用意した．

空中写真その他の情報から，山地南部のデュフェック山 (Dufekfjellet)はクレバス帯に囲

まれており，約 40日と予定された調査期間中にルート工作をして接近することは得策でな

いと判断し，調査対象域から除外した．東南方のグンナーイザック七ン山 (Gunnar

Isachsenfjellet) も， 調査の進捗状況に遅れが生じた場合や， 接近に要するルート工作が困

難であると判断された場合には調査対象域から外すことにしていたが，幸い困難なく接近で

表 1 地学調査隊の構成

Table 1. Members of the field parties. 

班［隊 員 役 務 車 両 用 途

A 小島秀康＊ 地質，隕石，通信，航法 SM 403 HF通信，食堂

松岡憲知＊＊ 地形，食料 SM 405 JMR観測

米渓武次 測地，気象 スノーモービル 25-4 地学調査

志賀重男 機械，測地支援 スノーモービル 26-1 測地

スノーモービル 27-2 地学調査

B 森脇喜一＊ 測地，地形，気象，航法 SM 404 HF通信，食堂

石塚英男＊＊＊ 地質，隕石 SM 406 JMR観測，気象観測

森田知弥 機械，食料，地質支援 スノーモービル 25-2 地学調査

栗城繁夫 通信，測地支援 スノーモービル 26-2 地学調査

スノーモービル 27-1 測地

＊リーダー ** 1月 12日まで B班 *** 1月 12日まで A班
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きた． メーフィニル山 (Mefjell)南部ーコムサ (Komsa), サーレン (Salen)南部ービルガー

ベルゲルセン山 (BirgerBergersenfjellet)南部以南は調査対象域外であったが，スノーモー

ビルで走破でき，山地の南方に抜けるルートができる可能性を見い出すとともに，周辺露岩

の調査を行うことができた．

2. 2. 行動計画

次の諸点を考慮して表2に示す調査日程を計画した．

i) 編成する 2班はそれぞれが，地質調査，地形調査，測地観測の機能を有するものとし

たが，調査開始初期には，地形分野で実験地の設置をすることと，地質分野で観察基準を統

ーするため2名が同一露頭を調査する必要があることから，当初は2班をそれぞれ地形班，

地質・測地班とする（表 1,2). 

ii) 面積が大きく，顕著な氷食谷が存在する露岩，メーフィニルでは山地内部に徒歩の調

査隊を送り込むため，合同キャンプを設営してアタック隊を編成する．

iii) 2班の間は，情報交換のためや，緊急時の合流が速やかに行われるよう 30km以上

離れない．

iv) JMR観測に必要な日数を確保するため， 1カ所のベースキャンプの設営日数を最低，

中4日とする．

v) 行動地域にはクレバスが多いことが予想されるので， ルート工作用にスキー 4組を用

意する．

vi) 調査隊に与えられる日数は 1月上旬から 2月中旬の 40日+aとする．

JARE-25, -26の夏季行動の経験から（七ールロンダーネ山地予備調査隊， 1984; 森脇ら，

1985), 2月に入ってからの調査活動は不利であると予想されたが， 現実には調査地域の広

さや悪天停滞を考慮すると 1月末まででは日数が不足する．このため，実際の行動では早め

に日程を消化してできるだけ 2月に入ってからの調査をしないですむよう申し合わせた．

3. 実施経過と問題点

3. 1. 行動経過

あすか観測拠点での建設作業が 1985年 12月中に終了したことにより， 1986年 1月 1

日より，拠点の整理作業，旅行準備，シール岩での観測をすることができ，予定より 2日早

く1月5日に調査旅行に出発した（図 2, 3; 表 3).旅行準備の不備で物資の不足があって，

最初のキャンプ地からあすか観測拠点まで補給のため往復するという事態もあったが，天候

に恵まれ計画より早く日程を消化できた． 日程を短縮できたのは， JARE-26に比べて測地

基準点を少なくしたこと，キャンプ地を JMR受信に適当な場所に設営したこと， JMR用

人工衛星が5基から 6基に増え受信機会が増したことに負うところも大きい. 2月上旬にな
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図 2 セールロンダーネ山地中央部調査ルート
Fig. 2. Central part of the S¢r Rondane Mountains and the traverse routes of 

field parties. 

るとやぱり天候は不順となった．
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調査地域にはクレバスが多く，再三にわたって雪上車がクレバスを踏み抜いた．しかし，

今回の行動ではほとんどのクレバスが顕在するものであったので，一件の踏み抜き事故を除

いてスノーモービルによる先導者，雪上車運転者とも， クレバスの方向に直角に渡れば越せ

ると判断した部分で渡った．雪上車がクレバスに落ちたり，しままって動けなくなるという事

故はなかった．

ここで我々の経験したクレバス域での行動についての問題点，反省点を挙げると，

i) スノーモービルでも踏み抜くクレバスがあること， スノーモービルが問題なく越えた

クレバスでも雪上車は踏み抜くことが多いという事実の認識を隊員に徹底させなくてはなら

なしヽ．
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表 3 調査・行動記録 (1986年）

Table 3. Record of the field parties. 

記

ロムネエスに測角用基準ボール設似．

旅行準備

シールに地形実験地設置． シール基準点からロムネエス，あすか主屋棟の方位角測定，旅行準備．

地形実験地整備．そり編成

＼ 

1015あすか発．シール経由 25次隊ルー
トNo.35まで雪尺測定.No.35ーキャン
プ地間にクレバス.JMR受信開始
地質調査，測地観測．スノーモービル25-
4小破，使用可

同上

品

午後停滞

事

同上（ノールト、ッペン往復）

スノーモービル，登山靴，ァイゼン，スキー訓練

停滞 駐．
地質調査，測地観測志賀•森田あすか
へ(SM405, 物資補給およびデボ）

午前地質調査．志賀•森田帰投し， 1600
キャンプ移動. JMR受信開始
地質・地形調在，隕石探在，測地観測

同上．以後19日間続く睛天の始まり

同上．風強し
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キャンプ移動．危惧した大彦なクレバス
なし 隕石探査. JMR受信開始
地質・地形調在，測地観測

測地観測． メーフィエルアクック隊準備
（小島・松岡・森田）
アタック隊出発，山中泊．午後測地観測
アタック隊約 2900mの頂上に立つ．測
地観測
アタック隊帰投，出逓え

地形実験地 27-5設置隕石探在．測地観
測

B班キャンプ地
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同上. 1600キャンプ移動，前日までの降
雪でサスツルギなし
地質調査，測地観測.JMR不調

同上.JMR中止

同上．風強く測地作業難行

地質・地形調在，測地観測
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メーニパ西まわりルートで移動， A班と
合流． メーニパ北西で 1.5m幅のヒドン'
クレバス踏み抜く
地質・地形調査

午前アクック隊送り，午後地質・地形調査
地質・地形調在

同上． コムセ氷河西岸を遡行，
ターネに到達
同上．ギェル氷河東岸を遡行，
ィエル南西部に到達

ツース

メーフ
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表 3

Table 3. 

（つづき）

(Continued). 

2
5
4
 

日
；
付 天 気 キ ャ ンプ地 コ

百
＂ 事

A班キャンプ地 A 班 心で＂ 事 B班キャンプ地 B
 
班 ーし.；＂ 

事

1月 24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

31日

2月 1日

2日

3日

0

0

0

 

0゚

0

 

O→◎ 

①→O 

①→O 

①→O 

◎ 

トールネ北
A4  

”
 
”
 

” 

”~ 

B. ベルゲルセン
北東部

” 

AB  5 

キャンプ移動，クレバスなし，JMR受信
開始

地質・地形調在，サール氷河を遡行しボ
ンドトッパネに到逹．測地観測

地質・地形調査，測地観測

同上．雷上車点検・整備

同上．

B班と合流．地質・地形謁丘，測地観測

地質・地形調任

G. イザックセン北端
AB  7 

”
 

” 

”
 

B班キャンプ経由で移動，大きなクレバ
スはなし.SM 405不調．スノーモービ
ル 25-4左スキー折損，使用中止

地質・地形調査．グンナーイザックセン
北東ー東側クレバス帯． スノーモービル
27-2右スキー折損. 25-4右スキーを装着

西部のドライバレー地質・地形調査．測
地，約2600mのピークに登り基準点設置

クバールフィンネンの地質・地形調査，
隕石探査． クレバス多し

コムサ北端
B 4 

，， 

＂ 

キャンプ移動，コルセ氷河下流部の裸氷
域に大クレハス帯

地質瀾査，コムセ氷河でスノーモービル
クレバスを踏み抜く．測地観測

地質・地形調在，サール氷河西岸を遡
行，下流部でクレバス帯に難行．雪上車
点検・整備

B. ベルゲルセン
北東部 AB  5 

＂ 
,, 

A班キャンプ経由で移動，サール氷河下
流部およびトールネ北方の大クレバス帯
で難行

地質調在，測地作業

同上

バウターニン南
AB  6 

” 

キャンプ移動． 地質湯在

地質・地形調査．ビルガーベルゲルセン
南東部に大クレバス幣

G. イザックセン北端1カッゲン西の無名露岩経由で移動．出発
AB  7 時にスノーモービル 27-1の左右スキー

折損を発見，使用中止．地質調査，測地
作業

”
 

II 

測地観測．地質・地形調査． ミェル氷河
を遡行しグソナーイザックセンの南部へ
到達．スノーモービル 26-2 リヤサス折
損，使用不可，左右スキーを 27-1に取
り付け， 27-1復活

午前，地質・地形調査．午後休養
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表 3

Table 3. 

（つづき）

(Continued). 

日 付

2月
-
1
 日4

 

5日

日

日

日

日

日

日

日

6

7

8

9

0

1

2

 
l

l

l

 

天

◎

◎

 

気

◎→① 

◎→O 
◎→① 

◎→①→◎ 

◎ 

＊→◎ 

＊午→◎

キ ヤ ンプ地

バウターニン南
AB 6 

アウストカンパネ
西端 AB 8 

あすか観測拠点

”
 ”
 ’ 

30マイル空輸拠点

”
 

品 事

無名露岩経由（測地観測）で帰途につく．地質・地形はスノーモービルでさらにクラッケンに寄る．
SM 405不調．バウクーエン南の地形調査

グリットレフォンナ南部の大クレバス帯，ニーペ氷河のサスツルギ，午後 3時すぎのホワイトアウト，
SM 405の不調で難行． 往路の赤旗でルートを確忍しながらキャンプ地に到着． 実験地 27-4の記録
機回収

地形・地質はスノーモービルでブラットニーパネ経由（実験地の記録回収，点検）
すか直行. SM 405なぜか快調

拠点周辺の測量，物品整理，車両整備．対「しらせ」・昭和共に通信でぎず (7-8日）

シールの実験地 (27-1)点検，増設．拠点閉鎖作業．夕刻 26次上田隊帰投

同 上 ．雪上車 (SM405, 406), スノーモービル 6台のデボ作業. 1600 
ようやく「しらせ」と連絡とれる

シール東斜面の傾斜測定． ブルドーザー隊 (0900発ー2100着），
隊 (1245発ー1830着）で移動．雪尺測定

拠点閉鎖・デボ作業．夕刻上田隊しらせにピックアップ (2便）

夕刻しらせにピックアップ (4便）

で，他は雪上車であ

上田隊 (1000発ー1930蒼）， SM 40 
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ii) 裸氷域ではクレバスの大きさは正確に認識できるので，それを越せるか否かの判断

（幅 50cmまでは特に問題はないが， 50-100cmのものは判断の分かれるところであろう．

幅 lm以上のクレバスを工作することなしに越そうとする者はいないであろう）は比較的容

易であるが，半ば氷化した硬い密度の大きい雪（フィルン）のところでは， クレバスの正確

な幅が判別できないこともあり，またクレバスの両側の雪の支持力は小さく崩れることがあ

る．今回の行動でも， それぞれの幅 50cmの平行するクレバスに挟まれた部分の雪上車 1

台分ほどの幅のフィルンが崩落したことがあった．幸い雪上車は停止することなく脱出でき

たが危うかった．

iii) クレバス帯での行動ぱ十分に時間をかけてルート工作をせねばならない． 今回はス

ノーモービルで先導してルートを選びつつキャンプ地を移動したが，そのような方法ではな

く，スノーモービルによるルート工作日を一日とって最善のルートを選定してキャンプを移

動するべきであった．

ベースキャンプからの調査行動には，主としてスノーモービルを使用した．その走行距離

ぱ1日 30-40kmで，最も多い日には 80kmを越えた．非常に有用であったが，反面，短

時間でベースキャンプから遠くまで離れてしまい， VHF通信圏外に出てしまうことも多か

った．地学調査のスノーモービルは必ず2台以上で行動し，非常用装備も携行したが，今後

しま携帯用 HF通信機も携行すると共に，ベースキャンプあるいはそれに準ずる雪上車で HF

通信のワッチをすることが必要であろう．

メーフィニルアタック隊として，山岳行動の経験がある小島，松岡，森田が2泊3日の行

程で行動した．そのほかにもいくつかの山地で徒歩による日帰り調査・観測を行った．いず

れもベースキャンプで VHF通信のワッチをし，交信可能で問題はなかった．

3. 2. ロジスティックス

3.2.1. 車両・燃料

調査には JARE-26が使用した SM40S型雪上車4台， スノーモービル6台， 2t積そ

り4台，スノーモービル用小型そり 2台を使用した．

SM 40S型雪上車のうち 3台しま全期間を通じて順調に運用できた.SM 405の燃料吸い上

げ不良しま， JARE-26同様，今回も発生し，しばしば自走不能となった，サクションバイプ周

辺の点検と現場でなし得る処置はすべて実施したが症状は改善されなかった．この症状は出

たり出なかったりで，一時別の雪上車でけん引されたが，自力であすか観測拠点に帰投した．

調査期問の余裕日に，全雪上車の床板をはぐって点検したところ， SM404にプロペラ、ン

ャフトのナットゆるみを発見した． 全車とも搬入以来 2000km以上走行しているが本格的

な整備はなされていない．重故障に至る前に，ボルト・ナット類の増し締め，インジェクシ

ョンノズル交換，バルブクリアランス調整， ミッションオイル交換などの中程度の整備を実

施すべき時期にきている．また，履帯の伸びも限度近くになっている．
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スノーモービルは，今回も調査行動の主力として活躍した．しかし，調査後半にスキーの

折損が生じた.JARE-27搬入のものは全数 (2台x2本，計4本）， JARE-25のもの 1本が

折損した．サスツルギや洗濯板状の凹凸の著しい（スプーンカット状の窪みのある）裸氷域

での走行による微振動とスピードの出し過ぎによる疲労折損であるが， JARE-27のものは

以前のものよりリーフスプリングのスパンが長く，スキーのリーフスプリング前部受け部付

近に弱い部分ができていることが折損の主要原因であろう．可能ならば旧タイプのスキーを

装着するとよい． いずれにせよスキーの予備品は必要である. 26-2号機はリヤサスペンシ

ョンのスライディングフレームが折損した. 25-4号機は急斜面で再発進するため方向を下

方に転換した際に暴走し，岩に衝突してフレームクイロッドが変形した．同機の左スキー折

損はこの衝突に遠因があると思われる．これらの故障後， 25-4,26-2号機からスキーを取り

外し，前述したようにその型式が異なるが， 27-1,-2号機に取り付け運用した．

登しまん能力限度まで急斜面を登り，下るために再発進しようとしてスノーモービルのスキ

ーを引っ張ったり，尾部を持ち上げて方向転換したときに，運転者を乗せないままスノーモ

ービルが走り出すという暴走例が 3件あった．斜面の最大煩斜方向と直角になるよう方向転

換した時点でニンジンを始動し，そこで運転者は乗るように注意が必要である．少なくとも

内陸山地調査隊員には，雪上車同様，スノーモービル運転講習をする必要があろう．調査隊

でしま旅行出発前の 1月1日にロムネニス山 (Romnぉsfjell et) の堆雪斜面で簡単な運転訓練

をしたが不十分であった．表 4,5に車両使用状況，整備一覧を示す．

燃料は全行程を雪上車 1台当たり 500km, スノーモービル 1台当たり 1000kmと見積

り， JARE-25,-26の使用実績から（七ールロンダーネ山地予備調査隊， 1984;森脇ら，

1985), 各班にそれぞれ軽油ドラム 7本 (500kmx l .4 /x2台=1400/), ガソリソドラム 4

車 両

SM 403 

SM 404 

SM 405 

SM 406 

スノーモービル

25-2 

25-4 

26-1 

26-2 

27-1 

27-2 

表 4 調査使用車両の走行距離と燃料消費量 (1月 5日ー2月 6日）

Table 4. Distance and volume of fuel consumed by a vehicle. 

I走(行km距)離 消費(/燃)料 (km燃//) ぷ）I班 備考 （デボ時の距離計指示値）

332.4 369 0.90 1.11 A 食堂，通信車 (2595. 8) 

356. 7 326 1.09 0.91 B 食堂，通信車 (2749. 5) 

554.2 475 1.17 0.86 A JMR電源車，測地作業 (2448.8) 

468.6 455 1.03 0.97 B JMR電源車，測地作業 (2277. 9) 

1097 ヽ B 地学調査，測地作業 (3018. 4) 

850 A 地学調査，中途破損 (2712. 5) 

970 
1460 4.40 0.23 

A 測地作業，地学調査 (2155. 3) 

1325 B 地学調査，中途破損 (2702. 7) 

約800 B 地学調査，距離計トラブル (1036. 9) 

1380 I A 地学調査 (1636. 9) 
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表 5 車両整備

Table 5. Maintenance of vehicles. 

〔南極資料

車両 1 月日 I
SM 403··-~ 

不具合項目 整備内容 備 考

SM 404 

SM 405 12月22日

12月23日1燃料吸えず出力不足

12月24日

12月30日

lム月22日 ニンジンオイルおよひフィ
ルター交換

12月30日 バン E調整， I 

三!i~iiニノトナl;iii:::::::: 球要凋達
燃料フ0ィルター交換， i 

右スフロケットホルト取り前次隊よりの引き継ぎ,-
付げ lよる

12月30日 バント］凋整，デフォイル交l

換
1月 3日ボイール，スプロケットナ増し締め ！ 

ットゆるみ
1月23日底板ボルトゆるみ 1増し締め
1月26日1プロペラシャフトナットゆ増し締め，グリスアップ

1るみ
後部I::ーター不凍液もれ ハンタ修理

1月29日後部I::ーター不凍液もれ I::一クー取り外し，ホースヒークー要調達
を短絡 :(ミクニ RH-11KA2M)
ニンジンオイルおよびフィ l

ルクー交換，
燃料クン

I 
クサクションバイ前次隊よりの引き継ぎi-

プ交換 よる
燃料フィルクー交換，燃料
タンク水抜き
燃料フィルクー清掃，タン
ク水抜ぎ
バンド調整，デフオイル交I 
換，クリスアップ

1月19日燃料タンクカムロックより 1交換
燃料もれ

1月23日底板ボルトゆるみ
1月31日燃料吸えずエンジン停止

＂ 

増し締め
プライミングポンプ，ニッ
プル，フィルター清掃
諸手当てを施すが症状再発Iプライミングボンプを含

む燃料系要交換
SM 406 112月22日 Iニンジンオイルおよびフィ

ルター交換
12月30日 バンド調整，デフォイル交i

換，グリスアップ
1月 3日ホイール，スプロケットナ増し締め

ットゆるみ
1月23日底抜ボルトゆるみ 増し締め

スノーモービル
ET 340, 25-2 2月 2日左グリップヒーター断線 25-4より交換

" 25-4 1月 6日岩に衝突し，フレームタイ修理不能 ハンドル操作がしにくし
ロッド変形 がそのまま使用

1月31日左スキー折損 予備品なく，使用不能 そりに積み運搬，シール
ヘデボ

, 26-2 I 2月 2日1リヤサスペンションの左ス重故障，予備品なく使用不
ライディングフレーム折損能

" 27-1 I 1月13日スピード・距離計動かず 2月3日にメーターケーブ
ルのゆるみとわかり修復

2月 1日左右スキー折損 2月2日， 26-2のスキー
取り付け

25-4のスキー取り付け
予備品なし 要調達

2月 5日
”
 

以前から断線していた

”
 

＂ 27-2 I 2月 1日1右スキー折損2月 9日左スキーに亀裂
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本 (1000kmx0.25 /x 3台=750/), 灯油ドラム 1本の計 12本のドラムを用意した．結果

的には JARE-26同様，軽油および灯油には十分余裕があったが，ガソリンはほぼ全量を消

費した．

3.2.2. 装備

今回準備した共同装備，個人装備は， ほぽ JARE-26(森脇ら， 1985) に準ずるので，新

規搬入のものとコメントのあるものについて表 6に示す．使用具合については特に問題とな

るものはなく，夏季の同形態のオペレーションであれば JARE-26,-27の装備に準じてよい

であろう．ただし，輸送，建設作業中に使用したのち，調査隊で使用するよう配置した調理

用具の一部が紛失した．今後は使用班別に品数を揃えるべきである．

非常用装備に関しては， JARE-26の報告（森脇ら， 1985) でも指摘されているように，

表 6 地学調査隊で新たに使用した装備

Table 6. Logistic equipments used newly by the field parties. 

I 品 名 規 格

新規lテ ン 叶ヵマボコ型6人用

＂ 
ザ
” Iニスパース 3-4人用

共 I ” イ ルナイロン編 9mm¢40m

同

装

＂ 羽 毛 寝 袋 ヒマルチュリ

＂ 寝袋 力
ノ‘ゞ ICIオリジナル

” ス ノ ノ‘ゞ ジュラルミン 65cm

” き ゆ う す500 cc陶器

” 密 封 び ん500ccガラス

備 考

広く快適であるが，設営に手問がかかるた
め数日使用したのみ．作業場として有効

アタクッに使用．軽量で快適

11 mm<p 40 m と較べると携行しやすく負
担にならない

" Iアタノクザノク1ョセミテ 1アタノクに使用

” テン トマヅ ト発泡ウレタン・アルミ蒸着 ” 
II 

” 
非常用

一部破損．プラスチック製の方がよい

砂糖入れ他．プラスチック製の方がよい

”バ ッ トステンレス 8ツ取

” アイスボックス18/ 弁当保温用．ほとんど使用せず

備 I改善品柄付きブラシ洗車ブラシ（プラスチック木製柄のような乾燥破損なし
柄）

練 り 石けんスキンライフ 1スプレー発泡式の方がより便利

新規日焼け止めクリーム 効果大

新規lワンタッチ式アイ匂ワイヤー式
ンバンド

個 スコットゴーグル

着脱が簡単で便利だが，調整や装着の不良
があると脱落することがあり，傾斜地での
使用は慎重を要す

サングラスとの併用が便利で，眼鏡用が良
し、

人 I 同上用ダブルレンズ 傷つき易く予備必要

改良品防寒作業手袋ミクロテックス・ドビロンミクロテックスによりむれは少なくなった

装 I新規靴 下オーロン ウールより耐久性に富み，保温力も遜色な

備
II Iヘルメ ッ トペッツルエクラン
＇，山スキ -l160cm
（シール，ストック，
スキーアイゼン ） 

し、

使用せず

＂ 
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表 7 メフィニルアタック隊装備

Table 7. Logistic articles for the Me/jell mountaineering party. 

品

ニスパーテント

羽毛寝袋

スベア

コッヘル

名

(4人用）

テルモス

スイスメタ (20 pcs入）

ザイル (9mm¢, 40 m) 

ピッケル

アイ ゼン （ワンタッチ式）

ハーケン＇

VHF トランシーバー (1 W) 

量

箱一ー
3

1

1

1

2

1

3

3

3

2

数 品

テントマット

アタックザック

スベア予備ヘッド

食器七ット

灯油

マッチ

ツェルト

名

登山靴

カラビナ

トイレットペーパー （ロール）

トランシーバー予備電池パック

(2-3人用）

（ダブル）

51
箱

数

-

2

3

1

3

2

2

1

3

3

3

2

それらの装備を使いこなす技術と，装備に合った行動バターンの確立が必要である．今回の

調査ではスノーモービルにより片道 30km/日も行動することがあり， VHF通信圏外で天

気の急変や事故が発生した場合に十分対応できるか疑問であった．

メーフィニルアタック (2泊3日）には表7に示す装備を携行した．テントは軽く居住性

も良かったが，ポールの強度にやや不安が残った．予備ポールの携行が望ましい．食料は特

別な品は用意せず，調査隊用のものを 3日分と予備食として乾パン， ラーメンを中心にして

3日分携行した．これらの準備にベースキャンプのカマボコテソトを作業場として使用でき

便利であった．

3.2.3. 食料

1985年 7月 23日に観測隊として「しらせ」補給科に JARE-27夏季野外行動用食料計

画を提出し， 協力を依頼した． 内容は JARE-26に準じたもので（森脇ら， 1985),地学調

査隊用としては 42日x8人分の行動食と 14日x8人分の予備食を要求した．フリマント

ル出港後の 12月 4日に「しらせ」から食料を受け取り， 6日からレーション作成にかかっ

た. 9日には梱包を終了し，冷凍庫，冷房庫に保管した．以下に問題点を記す．

i) 「しらせ」としては， 遅くとも 6月末までに希望する食品の概略リストが欲しいとの

ことである．基本的な品目と量については，発足したばかりの観測隊に任せるのではなく，

極地研究所のしかるべき部署が早期に「しらせ」との交渉に当たるべきである．

ii) レーションは 4人X4日で作成すると簡便であり梱包の大きさも適当である．ただし，

2カ月近くもの長期にわたると食生活に飽きがくるので，変化をつけるためにレーション食

以外に野菜，果物，卵を用意できるとよい．ただし，これらは船内での保管時に腐らせない

よう時々点検する必要がある．野外においては少なくとも夏季行動中は十分にもっ．

iii) JARE-26, -27の野外行動食の内容， 量はほぽ同じであった. JARE-26では概ね好
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評であったが， JARE-27ではレトルト食品が多く， 品数が少ないということで不評であっ

た．これには肉の品質が良くなかった影響も大きかったが，隊員の嗜好，考え方の差による

ところが大きい．観測隊だけでは解決できない問題であり，夏季野外行動食について極地研

究所で，あるいは「しらせ」を交えて甚本方針を作成すべきであると考える．

3.2.4. 医療

約 40日間医師なしで行動するため， JARE-27の医療担当隊員が， 医薬品・器具を準備

しそれらの使用マニュアルを含む調査隊用医療七ットを作成した．

主な疾病は， じんましん，偏頭痛， n度の浅在性熱傷， I度の顔面凍傷，切傷，下痢であ

り， 幸いに医師の手当てを必要とする疾病はなかった. JARE-26で多発した強い日射によ

る皮膚，特に口唇を中心とした浅在性熱傷は， 日やけどめクリーム， リップクリーム（白），

ゴーグルフェースガードの使用により概ね防止できた．

3.2.5. 通信

通信機は2班にそれぞれ， lOOW HF トランシーバー xl, lOW VHF トランシーバー

x2 (いずれも車載）， 1W VHFトランシーバー X3 (スノーモービル，徒歩用）を配した．

「しらせ」との交信は 2130に主として B班によっておこない， A 班はこれを傍受した.2 

班間は VHF交信が可能な場合は 2100に， 不可能な場合は HF によって 2100—2130 の

間の昭和基地など他局の通信の合間に交信を行った．この方法は適切でなく，今後は 2班以

上に別れて行動する場合は，その間の HF交信時間を確保しておく必要がある．「しらせ」

との交信では相手局感度 1の日もあったが，その翌日には連絡がとれ不都合はなかった．

「しらせ」との交信実績は次のとおりである．

度

数

数回

回

隊

せ

感

査

ら

信

調

し

受

於

於

5

-

1

1

 

4
-
5
3
 

3

0

 

一ー

1

3
 
2

-

8

9

 

1
 I
O
 2
 

〇 記録なし

0 5 

0 7 

計

32 

32 

周波数は 3MHzも割り当てられていたが， 4MHzのみを使用した.JARE-25, -26で問題

となった JMR-4動作時のノイズの発生は， JARE-27での JMR2000型ではなかった．

HF用ダブレットアンテナは各班に 2張ずつを用意した．不注意で 1張を切断したので今

後も予備は必要である． 主としてスノーモービルで使う VHF1 W トランシーバーにはオ

ーディオ用のイヤーレシーバー（ソニー MDR-E141)を新たに使用した． 音量，装着感と

も従来型のイヤホンよりはるかに優れ，使用中に耳から外れることもなかった．なお，スノ

ーモービルの行動範囲が大となっており，ベースキャンプとの交信用に今後はハンディな

HF トランシーバーも携行したい．
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4. 地学調査・観測

4.1.1. 調査概要・調査方法

（南極資料

七ールロンダーネ山地地学調査計画の第2年次として，山地中央部の調査を，縮尺 10万

分の 1程度の地質図の作製を目的として行った．調査した露岩は，西端はメーフィニルから

東端はグンナーイザックセン山，北端はノールトッペン (Nordtop pen)から南端はボンドト

ッバネ (Bondtop pane)までである（図 2).

最初の調査地アウストカンバネ (Austkampane)で，岩石命名法の統一と調査方法の検討

をするために，地質担当の 2名が同行して調査に当たった．その後は 2班に分かれて調査を

行った．

調査には JARE-22撮影のカラー空中写真を用い，同写真から筒易図化機で作成した作業

図（約 5万分の 1, 図 4) に記入した. 1月 5日から 2月 6日までの調査で，約 550点，

640kgの試料を採集した．

4.1.2. 地質概要

調査地域の基盤岩は，変成岩類を主体として，それに貫入する各種深成岩よりなっている．

変成岩類では，泥質岩•砂質岩を源岩とする黒雲母片麻岩，角閃石黒雲母片麻岩，ざくろ石

黒雲母片麻岩などが主要構成岩となり，これらに，数 10cm—数 10m 層厚の石灰質片麻岩，

図 4 調査用作業図例．空中写真から簡易図化機で作成．原寸は 1/45000
Fig. 4. An example of map for the field work. It was drawn with a photo-
interpretation stereoscope. Original scale was 1/45000. 
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大理石， 角閃岩が挟まれて産する． アウストカンパネから七ールハウゲン (S0rhaugen)に

かけてほ，これらの変成岩類が顕著なミグマタイト化を受けている．構造は，北部では東西

走向で南傾斜を示すが， ミグマタイト帯から南では，南北走向の煩向が強い山塊もあり，北

部のようには単純ではない．

変成岩類に貫入する深成岩には，閃緑岩， トーナル岩，花協岩などがある．このほか，最

後期にペグマタイトや桃色花巌岩が， 脈状，網状に貫入している. JARE-26の調査でルソ

ヶ山脈 (Lunckeryggen)で報告された閃長岩は（森脇ら， 1985), 今回の調査域では認めら

れなかった．アウストカンバネ南壁には，顕著な dykeswarmが発達しており， 下部が腹

径約 50mの球状をなし，上部で数本の岩脈に分岐する花岡岩の構造ぱ，一見マグマ溜りを

思わせるようで注目された．

4.1.3. 隕石探査

地質調査と平行して隕石探査を行った．特に，裸氷域のよく発達したメーフィエル氷河

(Mefjellbreen), カムプ氷河 (Kampbreen), アウストカンパネ西側， ビルガーベルゲルセン

山北側，グンナーイザックセン山北側では（図 8)' 集中的に探査を行ったが， 隕石は発見

できなかった．今回の探査域が山塊を挟んで氷床の下流側であることから，隕石の存在は上

流に比べてかなり少ないことは予想されていた． しかし，実際に発見されなかったことから

予想以上に隕石が少ないか，あるいは存在しないかもしれない．その理由として次の 2点が

考えられる．

i) この山地のせき止め効果が極めて大であり，隕石があるとしてもバード氷河 (Byrd-

breen)を除けば下流側にもたらされていない．

ii) メーフィエル～ビルガーベルゲルセン山以北では，裸氷上に散在するモレーンの礫が

日射で温められて氷中に沈みクリオコナイトホールが数多く形成されていることから，岩石

より比重が大きく，黒い隕石ぱ更に沈みやすく，氷表面には残されない可能性が強い．

今後の重点的な隕石探査は，存在する可能性の高い山地南側およびバード氷河上流の裸氷

域でなされるのが適当と考える．

4. 2. 地形

4.2.1. 調査概要

調査旅行出発前と出発後の最初の段階で，現在の地形変化を量的に把握するための実験地

を設置するとともに， JARE-26で設置した実験地（森脇ら， 1985)での記録紙および電池

の交換を行った．その後は， 2班に分かれて氷河・周氷河地形全般にわたる調査を行った．

特に，岩石の風化やモレーンについては比較的詳しい調査を行い，各種分析のための試料を

採取した．また，宇宙線照射による年代測定用の石英試料を各地で採取した．

4.2.2. 実験地の設置

JARE-26で，プラットニーパネ (Brattnipene)北西部に設置した実験地（以後 26-1と
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呼ぶ）に加えて， JARE-27では風化作用以外の地形変化をも対象とした実験地をシール岩

(27-1), ブラットニーバネ北東部 (27-2), ブラットニーパネ北西部 (27-3), アウストカンバ

ネ南西部 (27-4), メーフィニル北西部 (27-5)に設置した（図 2).各実験地における観測項

目などを表 8,9に示す．

岩壁の剥離誠測定：岩壁の 50cmまたは lm四方の区画にスプレー式のペンキを塗布

し，岩壁の下方に 1cmメッシュの金網を敷き落石を捕捉する．剣離に伴う着色部分の面積

の変化と金網上に集積した岩屑の鼠とから， 岩壁の風化速度を推定する. 27-3実験地は，

ブラットニーパネの北西向き岩壁の 26-1実験地近くの北東向き岩壁に設置した. 27-1実験

地はシール岩の西向き岩壁である. 27-1, -3実験地では，直径 20-30cmのタフォニを含ん

表 8 地形実験地（図2参照）と測定項目．測器の内容ぱ表9に示す．＊は夏季の終りに

回収

Table 8. The sites of geomorphological experiment (shown in Fig. 2) and items of 
measurement. Type of recorder is shown in Table 9. * Indicates the one 
recovered at the end of this summer. 

Site of Item of measurement 

experiment (No.) Volume of Temperature Frost Earth Solifluction Growth of 
exfoliation of rock wall heave temperature contraction 

(type of {type of crack 
recorder) recorder) 

"Seal" Rock (27-1) ． ● (D)* ． ● (B) ． 
Northwestern part 
of Brattnipene (2 6-1) ． ● (A) ● (A)* 

Northwestern part 
of Brattnipene (27-3) ． ● (C) ． 
Northeastern part 
of Brattnipene (27-2) ． ● (Bl 
Southwestern part 

● (DJ* of Austkampane (27-4) 

-- ト・

Norhtern part of 

i ． Mefjell (2 7-5) 

表 9 地形実験地に使用した温度記録計

Table 9. Recorder of temperature used at the site of geomorphological experiment. 

Type of Recording Senor Sources of Channel Range (0c) Interval of 

recorder medium elecyricity measurement 

A chart thermistor lead storage 1 -30----+30 3 hours 
(pressure battery 
sensitive (12V) 
paper) 

A' chart thermistor lead storage 1 -30""'--+20 3 hours 
(pressure battery ） 
sensitive (12V 
paper) 

B cassette semiconductor air cell 4 -40----+70 3 hours 
tape (12V) 

C chart copper-constantan lead storage 4 -so----+so 4 hours 
(pressure thermocouple battery 
sensitive (6V) 
paper) 

D IC memory thermistor alkali storage 4 -2s---+2s free setting 
battery (9V) l sec.-100 min. 
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だ部分や，節理密度の異なる部分など条件の異なる岩盤に対して数力所ずつペンキを塗布し，

同時に岩壁温度を測定した（後述）．

凍上量測定：地中水分の凍結・融解に伴って，地表面が凍上・沈下する．その量を測定す

る目的で， FAHEY(1974)がコロラド山地で用いたものに改良を加えた装置（図 5) を設置

した．長辺 200cm, 短辺 80cmの枠に 16本のアルミバイプ（径 10mm)を通してある．

枠の脚ぱ永久凍土層の地表下 30cm以深に埋めてあり， アルミバイプの下端にはアクリル

円板（径 30mm) を取り付けている． 地表面の変位量は枠の上面からのアルミ棒の長さを

計測することで測定するが，内 2本は上方だけに動けるようストッパーを設けてあり最大凍

上量を測定する． また， 27-1実験地の装置の 1本は記録計のペンに直結して連続記録をと

れるようにした． この装置は 27-1実験地では風化物質からなる傾斜 40の緩斜面に， 27-2

実験地では構造上の発達する平坦なモレーン原に設置した．

収縮割れ目の成長量測定：七ールロンダーネ山地に広く分布するモレーン原には，多数の

多角形構造土が発達している．個々の構造土の直経は 5-lOmのものが多く，それぞれの構

造土の境界には熱的収縮に起因するとみられる割れ目が存在する. 27-5実験地で，この割

れ目を挟んで向かい合う礫にペンキで目印をつけ，その間の距離をスチール巻尺で 1mm

の精度で測定した．

斜面物質移動量の測定：極地域の堆積物からなる斜面では，凍上と沈下の繰り返しに伴い，

表層部の物質が下方に移動する．この移動量を調べるために， WILLIAMS(1957)がノルウェ

ーで使用したのと同様のひずみ計を設置した． ひずみ計は， 長さ 50cmのバネ鋼（幅 20

mm, 厚さ 1mm)の上端から 3,9, 15, 24, 36 cmの位置の両面にひずみゲージを接着

したものである．これに防湿処理を施して， 50cmの穴に埋めた．活動層の厚さは 20-30

図 5 シール岩地形実験地の凍上量測定装置ほか
Fig. 5. An instrument of measurement of frost heaving and others at site 27-1 
of geomorphological experiment. 
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cmと推定されるので下端は永久凍土内に固定されると見られ，表層部で物質移動が生じる

とバネ鋼を変形させ，各ひずみゲージに伸縮が生じる．その伸縮を地表に導いたリード線を

介してひずみ測定器で検出する． ひずみ計ぱ， 27-1実験地の北東向きと南向き斜面に 1本

ずつ， 27-3実験地の北向きと北東向き斜面に2本ずつ埋設した．

地温・岩壁表面温度の測定： 26-1実験地に設置されていた 4台の記録計のうち 2台から，

深さ 1.5cmの岩壁温度と深さ 5cmの地温の通年の記録が得られた．残り 2台は設置直後

に停止していた． これらは 1台で 1点の温度を記録するものであったが， JARE-27では 1

台で4点の記録が可能な温度記録計を 3種類用意した（表 9). これらのうち 1種類は電圧

が低下すると記録が消滅する（グラソト社 SQ32)ので夏季の記録をとったのち回収した．

岩壁表面温度測定のためのセンサーは，電動ドリルに超硬刃をつけて深さ 1cm, 径 3.2

mmの穴をあけて差し込み，、ンリコン充填剤で接着した．設置場所は岩壁温度測定が 27-1,

-3に新規， 26-1は継続，地温測定は 27-1,-2, -4である．ただし， 27-1の岩壁温度測定は

記録器に融雪水が浸入して失敗した．

4.2.3. 岩石の風化状況の調査

南極で働く可能性のある風化作用には，物理的風化（凍結， 日射，塩類の作用）や化学的

風化など種々のものが考えられる．気候や地質条件の違いが風化作用の種類や風化速度に与

える影響を明らかにするために，実験地での測定のほかに各地の露岩や堆積物上で，風化状

況の観察や試料の採取を行った．

凍結風化や日射風化に関しては，融雪水の存在や， 日射を受けやすい場所とそうでない場

所での風化程度の違いの観察をし，塩類風化や化学的風化に関しては，岩石の変質・変色の

程度や塩類の析出状態を観察し，風化物質や塩類の試料を採取した．試料の X 線分析や化

学分析を行い，塩類や粘土鉱物の存在，新鮮な岩石とその風化物との化学組成の相違などを

調べる予定である．

4.2.4. モレーン調査

モレーンの時代区分や供給源の区別を行うために，モレーンの発達が顕著なメーフィエル

北西部とビルガーベルゲルセン山北東部で，モレーンの高度分布，礫の風化状況，礫径，礫

種などを調べ，粒度分析用に細粒物質を採取した． また，ブラットニーパネ 27-2実験地と

アウストカンバネ北部のモレーン原では，その厚さを調べるために弾性波探査を行った．測

定には応用地質社の PS-5を使用した．

4.2.5. 石英粒の採取

宇宙線の照射で，石英中に ioBeと 26Alが生じる．従って石英中の ioBeと 26Alを測定

して石英を含む岩盤が地表に露出してからの時間を推定することができる．この採取は，カ

リフォルニア大学の西泉邦彦氏から依頼されたもので，標高や雪面からの比高の異なる多く

の露頭で，主として岩脈中の石英を採取した．この地域の地形形成の年代が得られることが
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期待される．

4. 3. 測地

調査地域において，地形図を作成するための基準点測量，対空標識の設置，航空写真上へ

の刺針，地磁気測量を実施した（表 10).

設置した基準点は，金属標埋設点20点 (27-01--20), 埋設をしない前方交会点7点 (501-

507) である（図 6).

作業要領は， JMRにより人工衛星観測 (NNSS)を行い，絶対位置を決定するとともに，

光波測距儀と経緯儀による測距離，測角を行い JMR観測点に取り付けた．

JMR観測は， 昭和基地との同時観測（トランスロケーション）により位置精度の向上を

図った．また，バッテリー消耗を防ぐためにプリンターの使用を極力おさえ，オートアラー

トによる観測を実施した.JMR観測用の雪上車は，充電のために 1日に 2-3回ニンジンを

まわした．

72°15' 

゜

25E () Geodesic station 

図 6 測地観測
Fig. 6. Geodetic survey in the central part of the S<1>r Rondane Mountains. 



2
6
8
 

表 10測地観測実施

Table JO. Record of geodetic survey. 

表

Date Point selection, Horizontal Vertical Azimuth Distance Receiving Setting target Geomagnetic 

Setting metal angle angle of NNSS for 

1986 tablet measurement measurement measurement measurement {JMR) air photograph surveying 

Jan. 5 l AB 1 6 
7 27-01 27-01 AB 1 27-01 27-01 
8 27-02 AB l 27-02 27-01 27-02 
9 27-03 27-01,03 27-01,03 27-01 27-03 

10 
11 
12 AB 1 

13 
14 27-04,05,06,07,08 A2 A2 A2 27-04,05 

lA2 

27-04,05 

15 27-11, 12 27-06,12 27-06,12 27-06,11,12 27-06,07,08,11,12 

16 27-04,05,08 27-04,05,08 
17 27-07 27-07 
18 27-13 AB 3 27-13 

l•B 3 

27-13 

19 27-09 27-09,AB 3 27-09, AB 3 
20 
21 
22 
23 AB 3 27-09, AB 3 
24 

l" 
25 27-10,14 .27-10,14,A 4 ・27-10,14,A4 A4 27-14 27-10,14 

26 27-15 A4 A4 27-15 27-15 
27 
28 27-16 27-16 A4 
29 27-20 27-15,20 27-15,20 27-20 27-20 

30 
31 

t An 7 Feb. 1 27-17,19 27-19 27-19 27-19 27-19 27-17 
2 27-18 27-19 27-18 

3 27-19 AB 7 27-19 AB 7 
4 27-17 27-17 

--- ·-~- --

器
意
．
、
」
品

6.m菊
・
拶
耳
・
沖
涵
・
祇
濤
・
源
田
・
淵
痔

Rough estimated position and height by JMR 

ABl B=-71°41'4", L=25°4'32", H= 993.12m A 4 
A 2 B=-71°47'34", L=25°35'46", H=l011.15m AB7 
AB3 B=-72°2'l", L=25°10'36", H=l270.15m 

- --- --

B=-72°3'15", L=25°34'57", H=l450.llm 
B=-72°12'20", L=26°25'14", H=l539.87m 

〔
画
商
滴
立
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3枚羽 (1枚： 80 cm x 200 cm)形式で，
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金属標を埋設した基準点に設置し

地磁気測量（トータルフォース）は，調査区域で等密度になるよう実施した．

このほか，氷床の流動によるあすか観測拠点の移動量を監視する目的で， ロムネニス山

（図 1)

した．

の尾根にボールを立て，

1986年 1月 1

シール岩基準点 (25-01)からの方位角 327°13'33"を測定

日の時点でロムネニス山のポールとあすか観測拠点主屋棟基準点の

水平角は 121°8153"である． また， 1985年 12月 30日の時点で， シール岩基準点 (25-01)

とあすか観測拠点主屋棟基準点との直距離は 2249.604m, 

差は 14.937m でシール岩基準点が高いと測定された．

水乎距離は 2249.557m, 高程

5. 気象・雪氷状況

5. 1. 気 象

12月下旬のあすか観測拠点滞在中は， 拠点の天気が良いときでも山地に低い雲がかかる
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weather 
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地学調査期間の気象とベースキャンプの高度（主としてB班の記録）
Fig. 7. Climatological data and height of the base camp. 



表 11 気象表（時刻は昭和基地時間）

Table 11. Meteorological data. 
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表 11 (つづき）

Table 11. (Continued). 

Date Time 

h m 

Air 
temp 
(0() 

Air 
press 
(mb) 

Wind Wind 
veloc 

di rec (m/s) 

Weather Visi- Cloud Cloud 
bili-
ty (kmt amount species 

P

)

 

r
m
e
 

A
i
t
e
p
 

Air 
press 
(mb) 

Wind 

direc 

Wind 
veloc 
(m/s) 

Weather Visi- Cloud Cloud 
bili-
ty (km). alllOunt species 

t

t

-

t

t

 

s

s

s

s

 

-

＇

,

'

,

 

t
t
-
c
c
t
c
c
 

s

c

 

C

A

S

S

A

A

S

A

A

 

-
'
土
'
,
'
,
＇

こ

」

乳
C
i
c
i
c
i
c
s
c
s
-
C
i
c
s
c
s
c
i
c
c
-
C
S
-
A
C
C
S
A
C
A
C
A
C
A
C
西
C
S
A
C
-
A
C
C
S
C
S
A
C
S
t

―

-I_-
―
+
＋
+
―
+
―
+
＋
＋
+
-
+
+
＋
-
+
 

8
0
0
9
 0
0
0
 
1
 0
0
0
 7
i
-
-
0
 o
o
-
o
 8
0
1
0
 01 0
 0

0

 
0

1

2

9

 0

0

 9

1

 

1

1

 

-
1
1
1
1
1―
 

5
 

2
2
2
5
 

.... 
＿
-

0
 0
0
0
0
 5
 0
,
0
0
0
0
0
'
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
U
"
l
 
0
,
0
0
0
0
0
 7
 0

0

 

3

3

3

3

3

2

3

3

3

3

3

3

-

3

3

3

3

3

-

3

3

3

3

3

3

3

 

一

ャ

）

〇

喜

mH

ャ
ャ

，
 

0

旦
屈
崖
~
附
麿
冒
鳳
｀
上
仁

8
8
3

，
 

乳
丁
。
5

乳
5
9
8
8
-
1
0
1
1
1
1
1
1
1
0
7
8
1
0
-
1
6
1
5
1
5
1
1
8
8
詞
1
1
7
-
5
9
1
0
9
9
4
5
1
0
-
己p
 

―

-

a

m

 

E
E
E
E
E
l
I
S
E
S
E
S
E
S
E
S
E
S
E
E
E
S
E
E
E
E
-
S
E
E
E
E
E
S
E
S
E
S
E
s
t
k
 

H

l

-

―
 

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

E

u

 

l
m
s
E
S
E
-
S
E
E
E
-
N
E
E
E
E
S
S
S
S
E

、,
4
9
'
~

3

s

s

-

s

N

S

S

E

E

E

E

 

―

-

A

 

,
-

’~.~. 

,
．
 

P

-

m
2
3
1
4
2
4
4
-
7
8
9
9
0
9
1
3
-
0
5
5
4
2
1
6
3
2
3
6
7
9
1
2
3
2
2
4
4
3
4
0
1
 

9
8
8
8
8
8
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
 B
 

a
8
8
8
8
8
8
8
-
8
8
8
8
9
8
9
9
-

-
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
A
 

8
8
8
8
8
8
8
-
8
8
8
8
8
8
8
8
{
 

c
 

i

_

-

m

p

 

k

a

_

 

u
 
s
9
4
-
8
4
3
5
1
{
5
4
5
6
8
9
5
2
-
7
2
7
3
5
1
2
3
8
5
7
5
-
2
6
5
8
1
2
7
8
2
5
1
a
 

.. -.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 -.
.
.
.
.
 -.
.
.
.
.
.
 -.
.
.
 ＿.
.
.
.
.
.
.
.
c
 

A
 6
2
-
8
5
5
4
 o
,
'
7
3
1
3
5
6
7
2
2
3
2
3
4
6
9
8
7
8
9
1
9
7
8
0
9
7
6
6
8
0
8
 

-
1
-
――

_
-
1
-
l
l
-

―

-
l
-

―

―

―

―

―

―

―

-
l
-

＿

-
1
-

―

-
1
-

―
―
―

-
1
-

100

累
霊
累
900200

鋼累
400-600200

一
叫
謬
凰
言
胃
冒
旦

[
[
[
l
l
l
2
0
1
1
1
2
2
0
ー

庫

l

l

l

I

l

l

[

-- -

12/30 

12/31 

く3
SSE <3 

]EE-r,‘r,~ 

Vol. 3
0
,
 

N
o
.
 3
〕

30 
25 
30 
30 
30 
30 
30 

0+ Ac 
0+ ActSc 
o+ Ac 
O+ Cs,Sc 
1 Cs,Sc 
2 Ci,Cu,Sc 
7 Ci 

Cs 
cs,Ac 

1/ 5 

1/6 0900 
1200 
1800 
2100 

Cs,Ac,St 
Cs,Ac 
CstSt 

んー、
:
n
<
‘
‘
‘

ーャ
E
逹
浩
柿
渥
際
舜
把
呻

1
9
8
6

(
J
A
R
E
 ,
 
2
7
)
 

゜-2.0 
870 
871 
SE 0

7

 

ー 鸞 0

5

 

2

1

 

9

9

 

Camp BO (Brattnipene, lOSOmH) 
-4.0 864 El .ヽ,
-1.9 866 l -
-3.2 

,E 
' 

866 E
 

8
 
◎
 

10 
10 

10 

8

9

9

 

Ci,Ac 
Ci,Cs,Ac 

Ac,As,Sc 271 
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Table 11. (Continued). 
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Date Time Air Air Wind Wind Weather Visi- Cloud Cloud Air Air Wind Wind Weather Visi- Cloud Cloud 
temp press ve 1 oc bil i- temp press vel oc bi 1 i-

h m (°C) (mb) direc (m/s) ty (km)amount species (°C) (mb) direc (m/s) ty (km) amount species 

1986 Camp AB 1 (Austkampane, 993mH) Camp Bo (Brattnipene, l050mH) 
1/ 6 2400 -4.5 874 4 5 10 
1/ 7 0900 -5.5 879 0 10 -5.2 875 E 6 ◎ 10 10- Ac 

1500 -2.0 880 0 1 
2100 +o.s 880 o o -2.6 875 E 4 O 10 o+ cs 

1/ 8 2024940000 0 0 ：ー2.0 880 0 0 -5.5 874 0 0 -4.5 876 SE 6 0 10 0+ Cc 
-5.? 1 

1/ 9 0900 -5. 871 0 1 Cs,Ac 
1230 -2. 7 871 0 3 Ac 
1800 -2.6 872 0 3 Cs,Ac 
2100-3.2 872 0 S Cs,Ac,St 
2400 -4. 3 874 0 10- Ac 

1/10 0900 -3. 7 872 0 10 As 
1200 -4.6 871 0.5 10 Sc 
1500 -2.2 871 1 10 Sc 
1800 -5.8 873 ENE t ＊ 0.1 10 Sc 
2100 -6.1 877 ENE 8 0.5 10 Sc , 

1;11 0800 -s.1 881 ESE i-o-- c---i-o―_S_c:; ____ ---

1200 -4.0 882 E 1 9 0 ! l0 ◎ i l( l( .,. l 10 Sc 1500 -4. 0 883 E 3 10 Sc 
1800 -2. 7 885 SE 3 10 Cc, Sc 
2100 -2.4 885 ESE 10 10 Sc 
2400 -2. 7 887 ENE 10 10 Sc 

1/12 0800 -4.4 889 ESE l To 9---Cc,Cs,As 
1800 -4.4 893 ESE 1 l 10 Sc 
2400 -4.5 894 ENE 9~2 10 Sc 

1/13 0830 -4.7 894 ENE 4 @―丁0-―10――St ―-~-

Camp A2 (S!l!rhaugen, lOllmH) Camp B 2 (Menipa, lll5mH) 

2100 -5.0 876 - 0 0 30 0 -5.2 872 ESE <3 " 30 0+ Ac 
2400 -8.2 871 - 0 x 30 0+ Ac 

1/14 0900 -1.0 876 3 (8) 30 10- As,Ac -3.0 867 E 3 妥~ e、 10 10- Ci,Ac 
1200 -2.0 877 3 ◎ 30 10- -3.6 866 E 7 10 10- Cs,Ac 
1830 -3. 7 866 ENE 6 10 9 Cc,Ac 
2100 -1. 0 875 3 ① 30 8 
2140 -4. 8 865 ESE <3 Q 10 1 Cs,Cc 
2350 -2. 2 864 SE 10 ① 10 3 Ac 

1/15 0900 -5.0 878 ESE 10 (J 30 -3.4 868 SE 7 0 10 1 Ci,As,Ac 
1200 -1. 0 878 ESE 5 U 30 
1500 -2. 8 868 ESE 11 ＾ >< 10 1 Cs 
1800 I -1. 5 870 ENE <3 10 1 Cs 
2100 -3.9 870 - <3 Q 10 o+ cs,Ac 
2400 -3.l 870 E 3 10 o+ Ac 

1/16 0900 -3.5 870 ESE 11 ヽ 10 0+ Cs 
1200 -2.0 875 ESE 10 30 3 Ci 
2100 -2. 0 876 ESE 9 屈 30 2 Ci -1.2 867 ESE 7 8 10 1 Ci 
2255 -2.3 867 E 8 10 1 Cs 
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表 11 (つづき）

Table JI. (Continued). 

Date Time 

h m 

.lremp5 

A
t
(
 

Weather Visi- Cloud Cloud 
bili-
ty (kmしamountspecies 

1986 
1/17 

1/18 

1/19 

1/20 

1/21 

1/22 

1/23 

1/24 

1/25 

1/26 

0900 

1800 
2100 
2400 
0900 
1200 
1500 
1800 
2100 
2400 
0900 
2100 
2400 
0900 
1500 
2100 
2400 
0900 
1500 
2100 
2400 
0900 
1500 
2100 
2400 
0900 
1500 
1800 
2100 
2400 
0900 

1200 
1500 
1800 
2100 
2400 
0900 
1200 
1800 
2100 
2400 
0900 
1200 
1500 

Air Wind Wind 
press veloc 
(mb) direc (m/s) 

Camp A2 (S~rhaugen, lOllmH) 

-8.0 ESE 14 Q =~~! 叩 AB3 (Mef!ellbr: 『,128) 
-4.4 
-2.7 
-2.7 
-3.8 
-4.9 
-6.6 
-3.7 
-4.9 
二
-0.8 
-3.6 
-3.9 
宝
-1.4 
-6.9 
-4.8 
5.2 
-1.3 
-3.0 
-5.3 
-6.3 
-2.8 
-3.6 846 S 3 
-5.0 847 SE 10 
-7.0 848 SE 8 
-7.7 849 W叩く3
Camp A 4 (T~rnet, l 450mH) 
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Table 11. (Continued). 
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Date Time Air Air Wind Wind Weather Visi- Cloud Cloud Air Air Wind Wind Weather Visi- Cloud Cloud 

t(emCp l p（ ress veloc bil i-
胃！ p（ ress veloc bili-

h m mb) direc (m/s) ty (km)amount species mb) direc (m/s) ty (km) amount species 

1986 Camp A 4 (Tarnet, 1450mH) C四8.I B 4 (Korns a, l 520mH) 
1/26 1800 -4.0 822 SE 8 8 30 ゜

- .5 818 SSE 8 

゜
10 

゜2100 -9.0 822 SE 3 30 

゜
-10.9 819 SSE ， § 10 ゜2400 -12.5 820 SSE 14 10 

゜1/27 0900 -4.0 823 SE 

7 U8§7 0 ヤti 33 0 ゜ -12.2 819 SE 5 30 

゜1200 -5.0 822 SE 7 0 

゜ Camp AB 5 (Birger Bergersenfjellet, 1300mH) 
1500 -7.0 821 SE 6 0 

゜1800 -8.0 822 ESE 7 0 

゜
-7.5 844 SSE 4 C 10 O+ Ci 

2100 -11.0 825 SE 7 0 0+ Cu -9,5 845 w 3 30 O+ Ac 
1/28 0900 -11.0 825 SE 

7 ゜゜
--11. 7 843 s 7 10 

゜1200 -8.0 825 SE 8 0 

゜
-8.4 

;:,< 

1800 -4.0 825 0 0 

゜
-8.2 848 s く3

＞ 
30 O+ Ac 

2100 -10.0 825 - 0 0 

゜
-8.6 849 s 4 

＞ 
30 

゜2400 -9.8 849 

゜
;x 
30 

゜1/29 0900 827 

゜゚
30 

゜
←- -6.8 849 SSE 4 30 

゜1200 -6.4 848 SSE 12 >< 30 O+ Cs,As 
1500 Came AB 5 -4.6 848 ESE 6 こ 30 O+ Cs,As 
2200 -6.1 846 

゜c' 
30 O+ Cs,As 

2400 -6.5 845 SSE く3 30 O+ Cs1As 
1/30 0900 

●● - -
I -a7m.p 2 846 S <3 

゜
30 l Cs,As 

C AB 6 (Bautaen, l 350mH) 
1200 -8.3 839 SE 4 

>
30 1 Cs,As 

1500 -7.8 839 SE 6 30 2 Ci,Cs,As 
1800 -6.0 841 E 5 ~ 30 2 Ci -7.3 840 SE 8 30 1 Cs,As 
2100 -7.0 841 E 5 30 8 Cs -8.2 840 SSE ， 30 ， Cs,As 
2400' -9.4 841 SSE ， 30 10- Cs,As 

1/31 0900 -10.1 841 ESE 8 

~ 
30 3 Cs,Ci,As 

1200 -8.6 841 ESE 11 30 5 Cs,As,St 
1500 Camp AB 7 (Gunnar Isachsenfjellet, l540mH) -7.4 841 ESE 8 30 1 Cs,Ci 
1800 -7.0 815 SE 8 8 30 0+ Cs -6.5 841 SE 6 30 O+ Cs 
2100 -10.0 815 SE 8 30 

゜
-9.4 840 ESE 5 30 

゜2400 -9.3 839 ESE 5 30 

゜2/ 1 0900 -7.0 815 SE 

;!-~ 
30 

゜
-8.3 837 ESE 6 ① 30 4 Cs,Ci 

1200 -4.0 812 E 30 

゜1800 -7.6 816 SSE 30 0+ Cs Camp AB 7 
2100 -9.8 816 SE 30 0+ Cs 
2400 -12.2 818 ESE 30 0+ Cs 

2/ 2 0900 -10. fi- 818 SE 30 7 Cs,Ci 
1800 -8.8 818 ESE 30 

゜2100 -10.8 818 SSE く3 こ 30 
゜2400 -15.4 818 SE く3 30 0+ St 

2/ 3 0900 -12.6 816 WNW く3

閉i 
20 10 As 

1245 -11.2 816 WNW く3 10 10 As 
1500 -11.1 815 SSE 3 10 10 As 
1800 -11.3 815 SSW く3 20 10 As 
2100 -10.0 815 

゜
20 10 As 

2400 -13. 4 814 

゜
20 10 As 

2/ 4 0300 -13. 7 814 

゜
◎ 20 10 As 
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表 11

Table 11. 

（つづき）

(Continued). 

Date Time Air Air Wind Wind Weather Visi- Cloud Cloud Air Air Wind Wind Weather Visi- Cloud Cloud 

t(OemCp ) p（ ress veloc bil i- 霜 p(mrb ess veloc bili-

h m mb) direc (m/s) ty (km)amount species ) direc (m/s) ty (km) amount species 

1986 Camp AB 7 (Gunnar Isachsenfjellet, 1540mH) 

2/ 4 0900 -13Cafl • 8 81(6 BSSE <) 3 (2) 20 10 As 
兜 AB6 autaen, l 350mH 

1500 -11.6 845 ESE 

i33 履◎ (o) 
20 10- Ac 

1800 -13.1 848 ESE 20 10- Ac 
2100 -14.9 849 ESE 20 ， Ac 
2400 -14.2 849 SE 20 10- Ac 

2/ 5 0900 -C11am.p 0 AB 8 85(A0 ustkSampSE ane, 93<13 mH) ◎ 20 10 As 

2100 -9.5 880 SSW く］鸞 20 10 As,St 
2400 -9.3 879 SE 10 10 As,St 

2/ 6 0900 -9.7 878 NNE 4 包） 30 ， Cs,Ac 
Asuka CamQ !93lmH) 

1800 -8.3 
10 0① ,.--:: ャ2130 -11.6 883 ESE 30 1 Ac,St 

2300 -12.8 883 ESE 6 30 l Ac,St 
2/ 7 0900 -10.9 884 ESE 7 

妥妥
30 ， Ac,St 

1200 -9.0 884 E 5 30 10- Ac 
2100 -10.1 886 ESE 6 

'>< 
30 O+ cs,Ac 

2330 -12.2 887 ESE 6 30 O+ cs,Ac 
2/ 8 0900 -9.5 889 ESE 

12 > 10 ， Ac 
1200 -7.0 891 ESE 11 10 ， Ac 
1800 -7.5 891 E 7 30 3 Cs,Ac 
2100 -10.4 891 ESE 6 30 2 Cc,As,St 

2/ 9 0030 -11.9 891 ESE 5 

弓:! 
30 1 Cs,As 

0900 -9.7 889 ESE 10 30 10- Ac 
1230 -7.8 889 E ， 30 3 Cs 
1830 -8.3 890 E 7 >< 30 l Ac,St 
2100 -10.8 890 E 5 

X ゚

30 1 Ac,St 
2330 -12.0 892 E 7 30 8 Ac As St 

2/10 0900 -7.9 891 ESE 8 (.Q, rt 30 10- Cs,As 
"30mile" Ca!!!Q for air transi!o (344mH) 

2/／ 11 0600 -4.0 ESE 10 ＊ 0.2 10 
2 12 0600 E ヤ 1 10 

1400 -1.0 951 E 
138 ◎ ヤ

0.1 10 
1700 -1.0 952 E 5 ， 
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あすか観測拠点， 30マイル空輸拠点は調査隊のほか，佐々木，渡部，手塚，坂尻（いずれも JARE-27気象）が観測した．
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ことがしばしばあって，調査期間中の天気が心配された． しかし，調査開始後は好天に恵ま

れ， 1月 10-11 日に降雪があって 1.5日の停滞があったものの，早めに日程をこなすこと

ができた．表 11に JARE-27セールロンダーネオペレーション期間中の気象を，図7に調

査期間中の気象推移を示す．昨ヽンーズンに比べると，全般に風が強く，気温はやや低く，気

圧の変動が大きかった． しかし，天気は良く， 特に 1月 15日から 2月 2日までは連続

19日の晴天であった． 気温はやや低かったものの， 露岩域や氷雪が露岩に近接する部分で

はしばしば融水が見られるほど暖かく，生物の活動も盛んであるように見うけられた．ユキ

ドリしまセールロンダーネ山地の各地で営巣しているが， 1月 20日にはメーフィニルでオオ

トウゾクカモメも営巣しているのが目撃され，水溜りに緑色の藻類が観察された．

予想されたことであったが， 風は SE-ESEの風が強く， 見晴らしの効く稜線部や岬状の

25E 

◎` Aasuka Ca叩 .ti Ice-free area, moraine 
, .. --
: Bare ice area 

--,,、

Sastrugi area 

図 8 調査ルート周辺の雪氷状況
Fig. 8. Surf ace condition of snow and ice around the traverse routes. 
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゜ 図 9 Lルートおよび ABルートの積雪状況と氷床表面高度（図 1参照）
Snow accumulation and profile of the ice sheet surface along the L-route and the AB-route (shown in Fig. 1). 
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表 12 雪尺測定（ルートは図 1,2参照）

Table 12. Measurements of snow stakes. 

278 

Flag Altitude jI snow stake Date of II Soo,stak, Date of 1l1 ! Flag Altitude I ！ Snow stake Date of Snow stake Date of 

Length Reset measure-Length Reset measure- Length Reset measure-Length Reset measure-

No. (m) I (cm) length ment (cm) length ment No. (m) (cm) length ment (cm) length ment 

L 0 170 1985 L 100 695 180 206 
1985 

213 
1986 

L 2 192 120 Dec 24 L 102 695 139 199 
Dec 28 

204 
Feb 10 

L 4 209 89 24 L 104 705 88 Dec 22 99 10 
L 6 222 141 24 L 106 735 128 22 136 10 
L 8 248 84 24 

II I I L 108 
74 5 101 22 111 10 

L 10 254 142 24 L llO 750 167 22 170 10 
L 12 260 127 24 L 112 768 152 22 152 10 
L 14 228 113 Dec 25 L 114 796 199 22 216 10 
L 16 215 104 25 L 116 832 111 22 114 10 
L 18 212 63 25 L 118 855 151 22 165 10 
L 20 21a I 74 25 L 120 905 179 22 191 10 
L 22 220 96 25 ASOKA 930 , ＇ 1986 
L 24 222 113 25 AB 2 926 133 Dec 28 146 Feb 6 
L 26 218 129 25 AB 4 94 5 168 28 171 6 
L 28 225 114 25 AB 6 954 136 28 145 6 
L 30 238 73 25 AB 8 982 124 28 133 6 
L 32 238 92 25 AB 10 997 102 28 114 6 
L 34 252 106 25 AB 12 1006 103 28 113 6 
L 36 252 78 25 AB 14 6 1020 137 28 141 6 
L 38 275 91 25 AB 1 1028 97 28 104 6 
L 40 278 68 25 AB 18 1029 122 28 133 6 
L 42 288 94 25 AB 20 1039 92 28 103 6 
L 44 318 89 25 AB 22 1038 92 28 97 203 6 
L 46 320 107 25 19 8 6 AB 2 4 1 0 5 7 13 7 28 138 6 
L 48 350 151 200 Dec 28 199 28 159 6 
L 50 362 I 11a 203 28 205 10 AB 28 1068 148 28 157 6 
L 52 380 114 200 28 204 10 AB 30 1072 111 28 118 6 
L 54 390 I I 142 201 28 207 10 AB 32 1084 121 28 123 6 
L 56 405 123 197 28 196 10 AB 34 1086 173 28 180 6 
L 58 421 108 207 28 210 

110 0 I I! ! i AJB ARC36 -25 a1u0u58 ,c i 238 
28 

L 60 438 120 204 28 19 5 1986 
L 62 448 89 206 28 216 10 No. 2 215 Jan 5 
L 64 4 54 106 201 28 206 10 No. 4 88 5 
L 66 463 115 205 28 205 10 No. 6 160 5 
L 68 473 89 196 28 204 10 No. 8 87 5 
L 70 492 93 200 28 202 10 No. 10 154 5 
L 72 505 114 204 28 204 10 No. 12 118 5 
L 74 522 I 149 200 28 188 10 No. 14 121 5 
L 76 533 103 206 28 212 10 No. 15 143 5 
L 78 552 130 199 28 198 10 No. 17 148 5 
L 80 558 103 205 28 196 10 No. 19 130 5 
L 82 580 170 195 28 199 10 No. 21 140 5 
L 84 592 53 201 28 199 10 No. 23 136 5 
L 86 618 176 200 28 199 10 No. 25 171 5 
L 88 635 164 28 166 10 No. 27 167 5 
L 90 642 159 203 28 202 10 No. 29 172 5 
L 92 660 217 210 28 219 10 No. 31 164 5 
L 94 665 155 198 28 197 10 NO. 33 162 5 
L 96 672 185 28 192 10 NO. 35 172 5 
L 98 680 166 198 28 198 10 
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表 12

Table 12 

（つづき）

(Continued). 

Vol. 3
 0
 ,
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o
.
 3
〕

Asuka Camp (36-stake farm) 

Date of ¥Snow stake Flag Altitude Snow stake Date of II Snow stake Date of iII i Flag Altitud, e Date of 

Length Reset measure-Le(cnmgt) h Reset measure- I ,'-""~"" Reset measure-1Length Reset measure-
No. (m) (cm) length ment length ment No, (ml (cm) length ment (cm) length ment 

I-1 24 7 1985 255 1986 I N-1 206 1985 209 1986 
2 

I i , 209 
Dec 27 211 Jan 29 2 221 Dec 27 228 Jan 29 

3 203 27 216 29 3 213 27 217 29 
4 209 27 214 29 4 213 27 215 29 
5 209 27 214 

29 iII i 
5 210 27 223 29 

6 237 27 238 29 6 207 27 209 29 
II-1 210 27 216 29 V-l 207 27I . 210 29 
2 210 27 213 29 2 206 27 209 29 
3 207 27 209 29 3 208 27 210 29 
4 208 27 212 29 4 206 27 212 29 
5 218 27 223 29 5 205 27 201 29 
6 209 27 215 29 6 205 27 214 29 
m-1 210 27 223 29 ¥[-1 226 27 234 29 
2 204 27 218 29 2 214 27 217 29 
3 211 27 215 29 3 212 27 222 29 
4 212 27 215 29 4 204 27 211 29 
5 205 27 213 29 5 212 27 224 29 
6 211 27 213 29 6 236 27 242 29 

"30;nile" Ca叩 forair transport 

EW 1 81 1986 NS l' 17 1985 1986 
2 69.5 Feb 11 2' 6 Dec 22 7 Feb 11 
3 11 3'-6' 22 11 
4 1985 47 11 7 I 48 22 43 11 
5-15 Dec 22 11 8' 65 22 65.5 11 
16 22 3 11 9 I 

I 

97 22 100 11 
17 15 22 22 11 10' 22 11 
18 5 22 13 11 11' 86 22 94 11 
19 22 11 12' 71 22 77 11 
20 38 22 41 11 13' 22 11 
21-25 22 11 
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Lルート，あすか観測拠点 36本雪尺網は，調査隊のほか，林原 (JARE-27機械），

上田，神山 (JARE-26雪氷）が測定した．

大前，森，長田，西尾 (JARE-27雪氷），

2
7
9
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地形の先端では立っておれないほどの風が吹いて，しばしば測地作業の妨げとなった. 2月

になるとやはり天候不順となった．

5. 2. 雪氷

調査地域には広く裸氷帯が発達している（図 8). このうち， 山塊間を溢流する氷河には

クレバスの発達が顕著である． メーフィエル氷河はほぼ全域が裸氷帯であるが， 幅 10cm

以下のクラックは多いものの大きなクレバスはない．バード氷河西岸およびミニル氷河

(Mjellbreen)下流部にはクレバス帯が出現するが，いずれも回避あるいはクレバス間を通過

可能であった．しかし， グンナーイザック七ン山南の氷河がミェル氷河に合流するところに

は大きなクレバスがある． コム七氷河 (Komsebreen), グリットレフォンナ (Glitrefonna)

南部には幅 4mを越す大きなクレバスがあり， グンナーイザックセン山北東のクバールフ

ィンネン (Kvalfinnen)周辺は密集したクレバス帯で，不用意に近寄るべきではない．すで

に述べたように，フィルン帯のクレバスはそれを視認できるが，フィルンの支持力は大きく

なく，雪上車にとって安全ではない． フィルン帯はサール氷河 (Salbreen)下流部に広範囲

に存在し， クレバスも多い．

積雪域は大部分が波高 30-50cmの硬いサスツルギが発達しており，雪上車，スノーモー

ビルとも走行は楽ではない． このうち， ニーペ氷河 (Nipebreen)西部では， 1月 12日の

降雪後，極めて乎坦な軟雪面が生じたがすぐにサスツルギ帯に戻った．山地の堆雪斜面の一

部とコム七氷河上流部，サール氷河上流部からボンドトッパネにかけてサスツルギのない雪

面が分布する．溢流氷河上の積雪域にはヒドンクレバスも存在ずると思われるので注意を要

する． 山地の堆雪斜面には， しばしばベルグシュルントがでてきている（森脇ら， 1985).

行動するにはアンザイレンする必要がある．図 8に行動ルート沿いの雪氷状況を示す．図 9

にほぼ東経 24度線に沿う標高と積雪状況プロファイルを，表 12に雪尺測定値を示す．

JARE-25 (1984年）で設置した 30マイル空輸拠点の雪尺は，大部分が雪面下に埋没してし

まっている．荷繰りなど諸作業で乱されていることもあり，必要ならば配置の場所を変更す

べきである．

6. おわりに

JARE-27の調査域は， 風が強く， クレバスが多いであろうことは最初から予想されたこ

とであった．このことは，必ずしも十分ではなかったが，全員に認識されていたために大き

な事故を起こすことなく，計画した地域を予定日数内に調査できたと思われる． しかし，個

々の小トラブルを顧みると，極地の危険への認識と安全対策はまだ十分ではない．これらは

何処で考慮されねばならない問題であろうか．少なくとも，参加した観測隊員だけに任され

た問題ではないと思われる．

天候不順となる 2月上旬にすべての調査を終了できたのは，調査の早期開始に尽力して下
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さった吉田栄夫観測隊長，内藤靖彦越冬隊長以下隊員諸氏のご協力と，倉田篤艦長，水上靖

彦飛行長以下「しらせ」乗組員，飛行科の方々のご支援のおかげである．以上の方々に厚く

お礼申しあげる．

文献

F ABEY, B. D. (1974): An analysis of diurnal freeze-thaw and frost heave cycles in the Indian 
Peaks Region of the Colorado Front Range. Arct. Alp. Res., 5, 269-281. 

森脇喜ー・白石和行・岩田修ニ・小嶋智・鈴木乎三・寺井啓・山田清ー・佐野雅史 (1985): 七ール
ロンダーネ山地地学調査報告 1985(JARE-26). 南極資料， 86,36-107. 

七ールロンダーネ山地予備調査隊 (1984):七ールロンダーネ山地予備調査報告 1984.南極資料， 82,46-
70. 

WILLIAMS, P. J. (1957): The direct recording of solifluction movement. Am. J. Sci., 255, 705-715. 

(1986年 6月 14日受理； 1986年 7月 18日改訂稿受理）




